
令和7年度 美原区 区域まちづくり事業 進捗確認シート

1 基本情報

事業名称

事業目的

事業概要

実施主体 実施場所 実施時期

2 設定指標

R4 R5 R6 R7

目標 20 20 20 18

実績 20 19 18 18

R4 R5 R6 R7

目標 57.8 57.8 57.8 57.8

実績 50 57.8 56.6 ※集計中

3 事業評価

決算額 円

○ ○ ○

○ ○

4 課題と対応方針及び今後の方向性

課題

対応方針

今後の方向性 継続

　会場となる堺市総合防災センター周辺は、開催時に交通量が増加することから、来場者及び参加者の安全確保が引き続き重要

な課題となっている。

　美原区の一大イベントとして定着し、区民から実施を期待される事業となっていることから、今後も継続して実施する。

　併せて、警備体制の強化や来場者動線の整理等について関係機関と連携し、安全対策の充実を図りながら、安心して参加できる

イベント運営に努める。

⑤総合評価

　校区自治連合会と区役所により構成される実

行委員会を中心に、模擬店、ステージ及びサ

ポートの各部会が連携し、区民と協働で企画・

運営を行っている。

　また、市負担金に加え、校区自治連合会の負

担金や区内企業等からの協賛、賞品提供など

多様な協力を得て実施しており、公民連携の取

組が効果的に図られている。

④区の計画への寄与度③庁内・公民等連携

　本事業は、限られた経費で多くの住民や団体

が参加・交流する場を提供しており、地域コミュニ

ティの活性化という点において、費用対効果の高

い事業である。

　本事業は、住民や地域団体が主体的に参加

し、交流を深める機会を創出するものであり、区

民の参加意識の向上や地域の一体感の醸成に

寄与することから、実施する妥当性がある。

②費用対効果

　住民同士や地域団体の交流を促進し、地域

のにぎわいと魅力を高める本事業は、「魅力的で

訪れたくなる地域づくり」の推進に寄与している。

　本事業は住民主体の協働による地域交流の

促進という目的に対し、十分な成果を上げている

事業であり、総合的に見て有効性の高い事業と

評価できる。

評価基準

◎：非常に高い水準で達成

○：十分な水準で達成

△：達成度が限定的

×：達成されていない

ー：評価対象外

活動指標

成果指標

①妥当性

第21回（2025年）みはら区民まつり

美原区域の住民・団体が協働し、事業への参加意識を高めるとともに、交流と親睦を深め、地域社会の発展に寄与することを目的とする。

ステージでの催し、模擬店、各種啓発等を区民協働で企画・運営する。

みはら区民まつり実行委員会 堺市総合防災センター 令和7年11月2日

地域での様々な活動が活発なまちであると思う人の割合

みはら区民まつり実行委員会会議回数

5,031,000


